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決意新たに決意新たに
大田市消防出初式を開催し、火災や災害から市民の安全・安心を守る決意を
新たにしました。（関連記事２ページ）
大田市消防出初式を開催し、火災や災害から市民の安全・安心を守る決意を
新たにしました。（関連記事２ページ）

市公式Instagramを
開設しました！
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１
月
５
日
、
大
田
市
消
防
出
初

式
を
開
催
し
、
消
防
団
や
消
防
職

員
な
ど
関
係
者
約
３
０
０
人
が
、

火
災
や
災
害
か
ら
市
民
の
安
全
・

安
心
を
守
る
決
意
を
新
た
に
し
ま

し
た
。

　
大
田
市
民
会
館
で
お
こ
な
わ
れ

た
式
典
で
は
、
大
田
市
の
消
防
に

功
労
が
あ
っ
た
事
業
所
や
団
体
、

消
防
団
員
な
ど
を
表
彰
。
ま
た
、

市
長
は
「
引
き
続
き
、
崇
高
な
使

命
の
下
、世
界
遺
産
・
国
立
公
園
・

日
本
遺
産
を
有
す
る
我
が
郷
土
を

守
り
、
後
世
に
引
き
継
ぐ
た
め
、

不
測
の
災
禍
に
対
し
、
迅
速
か
つ

的
確
に
対
応
で
き
る
盤
石
な
消
防

防
災
体
制
を
堅
持
し
て
い
た
だ
き

た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

福
間
達
雄
大
田
市
消
防
団
長
が

「
消
防
人
と
し
て
の
高
い
誇
り
を

持
ち
、
訓
練
を
積
み
重
ね
、
一
層

の
精
励
を
お
願
い
し
た
い
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
、
大
田
市
民
会
館

か
ら
三
瓶
川
沿
い
へ
約
40
台
の
消

防
車
両
を
先
頭
に
消
防
団
員
が
分

列
行
進
を
披
露
。
そ
し
て
、
三
瓶

川
沿
い
で
一
斉
放
水
を
お
こ
な
う

市
民
の
安
心
・
安
全
を
守
る
決
意
新
た
に
―

市長へ向けて28分団とともに団長が宣誓をしました

と
、
美
し
い
水
の
ア
ー
チ
が
か
か

り
、
集
ま
っ
た
市
民
か
ら
歓
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。

▽
市
長
表
彰
　感
謝
状
贈
呈

　（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
消
防
団
協
力
事
業
所

 

・
株
式
会
社
　
堀
工
務
店

　
代
表
取
締
役
　
堀
　
博
彦

 

・
永
年
勤
続
退
職
団
員
（
対
象
者

　
45
人
）

　
代
表
受
領
　
前
副
団
長
　

　
松
浦
　
裕

▽
団
長
表
彰

　（
順
不
同
・
敬
称
略
）

 

・
優
良
分
団
（
３
分
団
）

　
川
合
分
団
、
静
間
分
団
、
井
田

　
分
団

 

・
優
良
団
員
（
対
象
者
27
人
）　

　
代
表
受
領
　
大
国
分
団
　

　
長
見
秀
隆

問消防本部総務課（☎0854‐82‐0650）

防火・防災の誓い新たに―防火・防災の誓い新たに―
大田市消防出初式大田市消防出初式

約300人の団員が出席し、決意を新たにしました約300人の団員が出席し、決意を新たにしました約300人の団員が出席し、決意を新たにしました約300人の団員が出席し、決意を新たにしました

三瓶川沿いで一斉放水をおこないました三瓶川沿いで一斉放水をおこないました
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永
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て

国
民
の
生
命
・
身
体
お
よ
び
財
産
を

火
災
な
ど
の
災
害
か
ら
守
る
と
と
も

に
、
消
防
力
の
強
化
・
充
実
に
尽
力

さ
れ
、
消
防
の
発
展
に
貢
献
し
、
社

会
公
共
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
し
た

と
し
て
、
金
藤
繁
行
さ
ん
が
令
和
６

年
秋
の
叙
勲
「
瑞
宝
単
光
章
」
を
受

章
し
ま
し
た
。
　
　
　

　
金
藤
さ
ん
は
「
川
合
分
団
で
42
年

間
消
防
活
動
を
続
け
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
家
族
や
関
係
者
、
周
り
の

皆
さ
ん
の
協
力
の
お
か
げ
。
地
域
の

た
め
に
少
し
で
も
役
に
立
て
た
ら
と

い
う
気
持
ち
で
続
け
て
き
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
て
本
当
に
う
れ
し
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
昭
和
24
年
１
月
26
日
、
現
存
す

る
世
界
最
古
の
木
造
建
造
物
で
あ

る
法
隆
寺
（
奈
良
県
）
の
金
堂
が

炎
上
し
、
壁
画
が
消
失
し
た
事
件

を
き
っ
か
け
に
、
毎
年
１
月
26
日

は
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
を
中
心

と
し
て
文
化
財
を
火
災
、
そ
の
他

災
害
か
ら
守
る
た
め
、
全
国
的
に

防
火
運
動
を
展
開
し
、
意
識
の
高

揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
に
温
泉
津
町
の
温
泉

津
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
が
選
定
20
周
年
を
迎
え
た
こ
と

か
ら
、
こ
の
た
び
の
消
防
訓
練
は

１
月
19
日
に
温
泉
津
地
区
で
実
施

す
る
予
定
で
し
た
が
、
諸
事
情
に

よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
１
月
29
日
に
は
、
指
定
文
化
財

を
有
す
る
建
造
物
で
あ
る
、
水
上

神
社（
温
泉
津
町
）、城
上
神
社（
大

森
町
）、
石
見
銀
山
代
官
地
役
人

遺
宅
岡
家（
大
森
町
）を
パ
ト
ロ
ー

ル
お
よ
び
消
火
器
・
報
知
器
な
ど

の
消
防
用
設
備
の
点
検
・
指
導
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
貴
重
な
文
化
財
を
後
世
に
継
承

す
る
た
め
に
も
、
文
化
財
を
火
災

か
ら
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
石
見
銀
山
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
３
３
）

第71回文化財防火デー

地域を守る消防団

一緒に地域を守る活動をしませんか？
詳しくは、消防本部総務課までお問い合わせください。

金藤繁行さん（左）

　毎年１月26日は、「文化財防火デー」です。
　市では、毎年この時期に島根県の担当者
と指定文化財の建造物などをパトロールし、
消防設備の点検や指導をおこなっています。

歴
史
的
な
文
化
財
を
火
災
や

地
震
か
ら
守
る
た
め
に
―

約40台の消防車両および団員が三瓶川に向かい、分列行進しました約40台の消防車両および団員が三瓶川に向かい、分列行進しました約40台の消防車両および団員が三瓶川に向かい、分列行進しました約40台の消防車両および団員が三瓶川に向かい、分列行進しました

城
上
神
社
で
の
点
検
の
様
子



の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
つ
い

て
、12
月
26
日
、「
あ
い
と
地
球
と
競

売
人
」
実
行
委
員
会
が
市
長
を
訪
問

し
、そ
の
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　
大
田
市
出
身
で
演
出
補
佐
の
竹
内

大
樹
さ
ん
は
「
大
勢
で
一
つ
の
作
品

を
作
る
こ
と
は
、
そ
う
あ
る
こ
と
で

は
な
い
。
色
ん
な
人
と
交
流
す
る
中

で
人
間
と
し
て
成
長
す
る
。
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
活
動
は
成
長
で
き
る
場
。
次

回
は
大
田
の
子
ど
も
や
大
人
に
参
加

し
て
も
ら
い
、
一
致
団
結
し
て
ま
ち

全
体
を
盛
り
上
げ
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
市
長
は
「
長
年
に
渡
り
、
受
け
継

が
れ
て
き
た
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ

と
。
大
田
公
演
の
成
功
を
願
っ
て
い

る
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　
豊
か
な
地
域
文
化
創
造
と
次
世
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成
を
目
的

と
し
た
こ
の
作
品
が
、
ふ
る
さ
と
島

根
県
内
は
も
と
よ
り
、
全
国
へ
、
さ

ら
に
は
世
界
へ
と
伝
え
ら
れ
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

問
社
会
教
育
課（
☎
　
　
　
　
　
　
）
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0854‐
83
‐
8130

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
あ
い
と
地
球
と
競
売
人
」

出
演
者
な
ど
が

市
長
を
表
敬
訪
問

　
県
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
あ
い
と
地

球
と
競
売
人
」
は
、
平
成
６
年
３
月

に
初
演
、
そ
の
翌
年
か
ら
島
根
県
民

会
館
事
業
と
し
て
県
内
外
で
上
演
さ

れ
、
令
和
５
年
度
に
30
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
そ
の
間
、
県
内
は
も
と
よ

り
東
京
都
・
富
山
県
・
愛
知
県
な
ど

の
会
場
で
71
回
も
の
公
演
を
重
ね
、

約
６
万
人
の
来
場
者
に
共
感
と
感
動

を
与
え
て
き
ま
し
た
。

　
２
月
24
日
に
大
田
市
民
会
館
で
公

演
を
お
こ
な
い
、
次
な
る
ス
テ
ッ
プ

《
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》

　
　
　 市
長
の
日
記

子役の片岡由季さん（左）と上月岳人さん（右）

竹内大樹さん

作文コンクール受賞者決定

《市ホームページ》
市長の日記

　「ふるさとそして未来」作文コンクール2024の表彰式
を１月８日に実施しました。これは、難波利三ふるさ
と文芸賞に代わるものとして、市内小中学生を対象に
実施したもので、小学生の部３人、中学生の部３人が、
楫野市長、船木副市長から表彰状を受け取りました。
　また、最も優秀だった難波利三賞の受賞者２人が作
品を朗読し、ふるさとへの思いを発表しました。

【小学生の部】
　難波利三賞　「花田植」
　　　　　　　　芝尾　知紘さん（高山小６年生）
　市長賞　　　「見てほしい私の好きな富山町」
　　　　　　　　西山　染代さん（朝波小４年生）
　審査員特別賞「ぼくの大好きな石見神楽」
　　　　　　　　佐々木大輔さん（大田小４年生）
【中学生の部】
　難波利三賞　「ふるさとにできること」
　　　　　　　　河村　釉花さん（大田西中２年生）
　市長賞　　　「くらし」
　　　　　　　　松場　公汰さん（第三中２年生）
　審査員特別賞「私の好きな大田のいい所」
　　　　　　　　釜田　星空さん（第二中１年生）

　　　　　　　　 問社会教育課（☎0854‐83‐8130）

作文コンクールで表彰された皆さん

作品を朗読する芝尾さん（左）と河村さん（右）

《市ホームページ》
審査結果と受賞作品
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大田市教育委員会表彰
　文化やスポーツ活動で顕著な成績を
おさめた児童・生徒・団体を大田市教
育委員会表彰として表彰しました。
　１月17日、表彰式をおこない、武田
教育長から表彰状と記念品を手渡しま
した。
　受賞者を代表して第一中学校３年生
の川上晄穂さんは「これからも努力と
感謝を忘れず、頑張っていきたい」と
話しました。

受賞された皆さん（順不同・敬称略） 問教育委員会総務課
（☎0854‐83‐8119）

【個人の部】○内は学年
　　篠原　総介　　大 田 小⑥
　　杉本　鈴　　　大 田 小⑥
　　中村　湊　　　大 田 小②
　　山﨑　夢　　　大 田 小②
　　菅森　彩菜　　大 田 小⑥
　　濱田　夏実　　長 久 小⑥
　　苅田　翔馬　　長 久 小⑥
　　伊藤　晄汰　　長 久 小⑥
　　中島　勝太郎　長 久 小②

　　三井　心々美　五十猛小③
　　竹下　空音　　静 間 小②
　　中村　怜士　　静 間 小⑥
　　宮根　友　　　静 間 小⑥
　　小山　悠稀　　鳥 井 小⑤
　　川上　亜澄　　朝 波 小⑥
　　中村　悠太郎　大 森 小③
　　長﨑　秀豪　　温泉津小③
　　木須井　美聖　仁 摩 小④

　　山根　朋花　　仁 摩 小⑤
　　谷本　稟　　　仁 摩 小⑤
　　井戸　悠喜　　仁 摩 小⑥
　　川上　晄穂　　第 一 中③
　　三井　心翔　　第 一 中①
　　福谷　颯介　　第 三 中③
　　平瀬　野々花　第 三 中③
　　長﨑　来海　　大田西中③

　　大田東ジュニアベースボールチーム
　　大田市立第一中学校吹奏楽部

【団体の部】
　　大田陸上教室
　　門田塾

寄 附 ありがとうございます

石見銀山基金への寄附者

・森田製菓株式会社
・イオンリテール株式会社
・一般社団法人大田市観光協会
・株式会社山﨑組
・浜島和雄
・市内設置募金箱

※　令和５年12月１日～令和６年12月31日までの確認分
（順不同・敬称略・公表を望まれない人を除く）

問学校教育課（☎0854‐83‐8160）

《教育振興（国際交流）への活用》
寄付金は次代を担う子ども達のため、世界と
繋げる教育の振興に活用します。

昨年に引き続き、ご寄附いただきました
　　　　　　　　　　　　　　 １月９日

問石見銀山課（☎0854‐83‐8131）

株式会社 ＨＩＤＡＫＡ（敬称略）
代表取締役　日高　晃作



　ブラジルには世界最多の日系人が暮らしており、その数は約
270万人にもなります。そして、その中でも特に多くの日系人
が住んでいるのはサンパウロ州です。ブラジルでは、いくつか
の地域に住んだ経験があります。そのうちの一つが、中高校生
の時代に住んでいたサンパウロ州にあるマリリア市です。農業
と畜産の拠点として重要な地域であり、食品関連の企業が多数

集まっています。
　人口はおよそ23万7627人で、そのうち約１万人が日系人です。マリリアに住んでいた時期は、毎年楽しみに
していた行事がありました。それは、ＪＡＰＡＮ　ＦＥＳＴ（ジャパンフェスチ）というお祭りです。日本の料
理が楽しめる屋台の出店や生け花の展示、太鼓のパフォーマンス、コスプレなど、日本の文化と触れ合うことが
できて、小さい頃に日本で過ごした思い出に浸っていました。

６広報おおだ　Ｒ7（2025）2.20

国際交流員　サトウ・アンドレイア・ユリコ
こくさいこうりゅういん さ　と　う　　　あ　ん　ど　れ　い　あ　　　ゆ　り　こ

問まちづくり定住課（☎0854‐83‐8172）
ていじゅうか

問地域福祉課（☎0854‐83‐8143）

ジャパンフェスチでコスプレする人と一緒に
じ ゃ ぱ ん ふ ぇ す ち こ す ぷ れ ひと いっしょ

ぶ ら じ る

まんにん

ち いき

じ だい

ちくさん

あつ

じんこう

ぎょうじ

り たの

ちい ころ に ほん す おも で ひた

や たい しゅってん い ばな てん じ たい  こ ぱ ふ ぉ ー ま ん す こ す ぷ れ に ほん ぶん か ふ あ

じ ゃ ぱ ん ふ ぇ す ち まつ に ほん りょう

まん まんにん にっけいじん ま り り あ す じ   き まいとしたのにん やく

きょてん じゅうよう ち いき しょくひんかんれん き ぎょう た すう

す さ ん ぱ う ろしゅう ま り り あ し のうぎょう

す けいけん ひと ちゅうこうこうせい

す さ ん ぱ う ろしゅう ぶ ら じ る

なか とく おお にっけいじん

せ  かいさい た にっけいじん く かず やく

よ かんじ か た か な
※　読みやすいように漢字とカタカナにふりがなをつけています

　１月15日、市と大田障がい者就業・生活支援セン
タージョブ亀の子とハローワーク石見大田が障がい者
一般就労体験発表会をあすてらすで開催しました。
　この発表会は、企業に一般就労している障がいのあ
るかたの就労体験を通して、就労準備に役立てようと
開催するものです。特別支援学校の生徒など約70人が
参加しました。
　今回、発表したのは「間商事有限会社」の南原敏彦
氏と代表取締役社長の間孝司氏、「菅公アパレル株式
会社」の三井春奈氏と第一工場生産課長の角明彦氏と
第二工場生産課長の伊吹蓮氏。
　就労側の発表では、南原氏は「働くうえで気を付け
ていることはお客様に対するあいさつ。これから就職
を目指すかたは目標をもって挑戦すること、自分の課
題を意識することが大事」と発表しました。三井氏は

「働くうえで大切なことは難しいことがあっても諦め
ないこと、分からないことがあれば周りに聞くこと。
また、会社の障がいへの配慮も必要だが会社に配慮し
てもらうことに甘えすぎないことが大切」と発表しま
した。
　企業側の発表では、間氏は「企業側も障がいに対し
ての理解や取り組みを柔軟に対応していかなければな
らない。これから就職を目指すかたは自分のアピール

ポイントを大事にしてもらいたい」と発表しました。
角氏と伊吹氏は「働き続けるためには、健康管理が大
切。企業側は職員へ障がいの理解を深める教育を進め
ていきたい」と発表しました。
　また、発表に先立ち、今年度新たに障がいのあるか
たの職場実習を受け入れていただいた協力事業所への
感謝状贈呈式をおこないました。

障がい者一般就労体験発表会を開催

左
か
ら
間
さ
ん
、
南
原
さ
ん

角
さ
ん
、
三
井
さ
ん
、
伊
吹
さ
ん

・仁摩電器株式会社　
・株式会社中央ビルサービス　
・株式会社ブリヂストンショップ大田　

（順不同・敬称略）

【新規職場実習協力事業所】

はざま
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　市では、市民の皆さんが撮影した「大田市の魅力が伝わ
る写真」を募集し、「広報おおだ」や市公式のホームページ、
LINE、Facebook、Instagramなどで紹介し、行政と市民
が協働する『大田市の魅力発信』をおこなっています。
　応募方法などの詳細は、市ホームページに掲載していま
す。一緒に大田市の素敵なところをＰＲしていきましょう！
多くの皆さんのご応募、お待ちしています。

『大田市の魅力が伝わる写真』をご提供いただきました
行政と市民が協働する『大田市の魅力発信』

夕日に照らされた掛戸松島

《市ホームページ》
応募方法 「フォトおおだ」

問政策企画課（☎0854‐83‐8006）

　
こ
の
た
び
、
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
を
活
用
し
、
株
式
会
社

大
惣（
出
雲
市
）と
東
洋
ソ
ー
ラ
ー

株
式
会
社
（
松
江
市
）
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
「
協
働
・
共
創
に
よ
り
持
続

可
能
な
ま
ち
を
つ
く
る
事
業
」
に

寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

　
12
月
18
日
と
23
日
に
感
謝
状
贈

呈
式
が
開
か
れ
、
市
長
・
消
防
部

長
か
ら
「
大
田
市
の
ま
ち
づ
く
り

へ
の
ご
支
援
に
深
く
感
謝
す
る
。

大
田
市
の
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
に
お
い
て
大
切
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
く
」
と
お
礼
を
述
べ
、
感

謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
東
洋
ソ
ー
ラ
ー
株
式
会

社
様
か
ら
寄
附
い
た
だ
い
た
防
災

タ
ワ
ー
を
大
田
総
合
体
育
館
１
階

に
設
置
し
ま
し
た
。
防
災
タ
ワ
ー

は
災
害
な
ど
の
非
常
時
に
お
け
る

非
常
用
電
源
な
ど
と
し
て
活
用
さ

れ
ま
す
。

問
政
策
企
画
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
０
５
）

株
式
会
社
大
惣

東
洋
ソ
ー
ラ
ー
株
式
会
社
が
大
田
市
を
応
援

株
式
会
社
大
惣
　

伊
東
弘
隆
代
表
取
締
役
（
左
）

大
田
総
合
体
育
館
に
設
置
さ
れ
た
防
災
タ
ワ
ー

東
洋
ソ
ー
ラ
ー
株
式
会
社
　

藤
原
一
美
代
表
取
締
役
（
左
）

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

　久手町にお住まいのかたから素敵な写真を
ご提供いただきました。
　オレンジ色の海に切り立つ掛戸松島。岩の
頂点に夕日が落ちるとき、まるでローソクに
火が灯ったように見える風景は絶景です。
　ぜひ、カラー写真を市ホームページ「フォ
トおおだ」でご覧ください。
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防災資機材を整備
大森町自主防災会

宝くじ・コミュニティ助成事業

問危機管理課（☎0854‐83‐8009）

発電機

ＬＥＤランタン

　このたび、大森町自主防災会（中田豊会長）が、発電機、ＬＥＤランタ
ンなどの防災資機材８品目を宝くじの助成金で整備しました。
　防災会は平成27年２月に設立され、防災研修会や訓練などの活動をおこ
ない、地域の防災力向上に努めています。
　今回整備した防災資機材は、近年頻発化、大規模化するさまざまな自然
災害に備え、住民が安全で安心して生活できる地域づくりの推進を目的と
したものです。
　災害時には、地域の住民同士の「共助」が重要となります。日ごろから
の備えを進め、地域の中で防災について考えていきましょう。

コミュニティ助成事業【地域防災組織育成助成事業】
　（一財）自治総合センターが宝くじの社会貢献広報事業として、宝くじの受託事業収入を財源としておこなって
いるコミュニティ助成事業のうち、一定地域の住民が当該地域を災害から守るために自主的に結成した組織または
その連合体がおこなう地域の防災活動に直接必要な設備等（建築物、消耗品は除く）の整備に関する事業です。
　例年、９月ごろに翌年度の募集が始まります。

市民の声市民の声 問政策企画課（☎0854‐83‐8006）

ひ ぼう

　市民の皆さんのご意見を市政に反映
させるため、ご意見・ご提案をお待ちし
ています。郵便、ＦＡＸのほか、市ホー
ムページでも随時受け付けています。
　ご住所・お名前・電話番号などを記
入された人へは、直接ご本人へ回答し
ます。なお、市政に関しないものや、
誹謗中傷・趣旨が不明なものにはお答
えできませんので、ご了承ください。

　市では、令和４年３月に“中心市街地に賑わいを取
り戻す”ことを目指し、商工会議所や商業者などの協
力を得て「中心市街地活性化長期計画」を策定し、民
間と行政が連携して、さまざまな取り組みを進めてき
ました。同年４月には、市内の事業者が中心となって
設立した協同組合組織が「旧パル」を解体し、地域住
民の安全かつ安心な生活環境の確保と中心市街地の活
性化に向けた取り組みを実施することとなったため、
市もこの取り組みに対し支援をおこなっています。

「旧パル」跡地の活用については課題も多い状況です
が、現在協同組合が主体となり、活用策を検討してい
るところです。
　また、空き店舗などを利用して、飲食店や小売店な
どを起業される人に対して、その経費の一部を助成し
ています。市内で課題となっている空き店舗などの利
用を促し、地域商業の活性化と地域の魅力向上に寄与
するための取り組みです。実際にこの制度を活用して、
中心市街地を中心に、毎年新たな事業を始められる人
がおられます。今後もこのような積極的な取り組みを
おこなう事業主の支援を継続し、地域商業の活性化に
努め、地域ニーズに応じた施策を検討していきます。
また、中心市街地については、空き不動産の調査を継
続しておこなっており、データベースの構築など、利
用希望者が活用しやすい環境整備をおこなっていきた
いと考えています。（担当課／産業企画課）

ご意見②

回　答

ご意見①

パルの跡地、空き商店の活用の事案がでないのはなぜか。

　令和５年度まで人間ドックを受診してきたが、後期
高齢者となり人間ドックを受けられなくなった。

　市の後期高齢者医療被保険者への人間ドック費用の
助成事業は令和５年度をもって終了しました。国の高
齢者の健康対策に関する方針が、従来の「検査による
早期発見」から「介護予防」をより重要とされること
に変わったためです。
　このため、今年度から「後期高齢者健康診査（無料）」
と「各種がん検診」をそれぞれ受診することで、人間
ドックとほぼ同じ項目が検査できることをご案内して
います。ご自身の健康状態の把握や生活習慣病などの
早期発見に、引き続きお役立ていただきますようお願
いします。（担当課／市民課）

回　答
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岡
田
あ
ず
き
さ
ん
（
左
）

県文化財愛護活動顕彰受賞報告
次世代の子どもたちにつなげたい「山口花車」

第一中学生が県選抜チーム選手に
第38回全国都道府県対抗中学バレーボール大会

須
藤
朋
生
会
長
（
右
）

大
國
栄
伸
会
員
（
左
）

　
１
０
０
年
以
上
続
く
伝
統
あ
る

行
事
「
山
口
花
車
」
を
継
承
し
て

き
た
山
口
花
車
実
行
委
員
会
（
須

藤
朋
生
会
長
）
が
、
島
根
県
文
化

財
愛
護
活
動
顕
彰
事
業
で
表
彰
を

受
け
た
こ
と
を
12
月
13
日
、
市
長

に
報
告
し
ま
し
た
。

　
こ
の
行
事
は
４
年
に
一
度
11
月

の
第
１
日
曜
日
に
、
花
車
を
住
民

が
押
し
な
が
ら
集
落
を
練
り
歩

き
、
五
穀
豊
穣
を
祝
い
、
感
謝
す

る
も
の
。
北
三
瓶
地
区
全
体
で
子

ど
も
へ
の
継
承
に
力
を
入
れ
て
い

る
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
須
藤
会
長
は
「
こ
の
伝
統
あ
る

花
車
を
守
り
、
次
世
代
の
子
ど
も

た
ち
に
つ
な
い
で
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
12
月
25
日
か
ら
28
日
に
大
阪
府

各
地
で
開
催
さ
れ
る
「
Ｊ
Ｏ
Ｃ

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

第
38
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
中
学

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
に
、
島
根

県
選
抜
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
の
一
員
と
し
て
、
第
一
中
学
校

３
年
生
の
岡
田
あ
ず
き
さ
ん
が
出

場
す
る
こ
と
に
な
り
、12
月
13
日
、

市
長
へ
報
告
し
ま
し
た
。

　
岡
田
さ
ん
は
「
自
分
に
で
き
る

こ
と
を
一
生
懸
命
プ
レ
ー
し
、
最

後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
ボ
ー
ル
を
つ

な
い
で
い
き
た
い
。
１
試
合
で
も

多
く
勝
て
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

おおだ
ウォッチング
まちの話題を紹介

　
　
　
昨
年
12
月
17
日
、
温
泉
津
小
学
校
５
年
生
と
台
湾
新
北
市
の
瓜
山
國

　
　
民
小
学
校
３
・
４
年
生
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
交
流
し
ま
し
た
。
11
月
に
新

　
　
北
市
の
黄
金
博
物
館
と
石
見
銀
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
が
友
好
連
携
協

　
　
定
を
結
ん
だ
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
こ
の
た
び
の
交
流
が
実
現
し
ま
し

　
　
た
。
子
ど
も
た
ち
は
通
訳
を
介
し
、
自
分
た
ち
の
町
や
そ
の
歴
史
、
趣

　
　
味
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
で
歌
え
る

　
　
共
通
の
歌
「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」
を
と
も
に
歌
唱
し
ま
し
た
。

　
　
　
こ
の
た
び
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
交
流
を
通
し
て
「
離
れ
て
い
て
も
、

　
　
文
化
な
ど
の
違
い
が
あ
っ
て
も
、
心
が
通
じ
合
え
る
」
体
験
か
ら
異
文

　
　
化
理
解
を
深
め
、子
ど
も
た
ち
か
ら「
も
っ
と
仲
良
く
な
り
た
い
、も
っ

　
　
と
知
り
た
い
」
と
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
こ
の
交
流
は
令
和
９
年
の
世
界
遺
産
登
録
20
周
年
・
石
見
銀
山
発
見

　
　
５
０
０
年
で
、鉱
山
遺
跡
で
つ
な
が
る
各
国（
台
湾
・
ベ
ト
ナ
ム
・
ポ
ー

ラ
ン
ド
）
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
『
国
際
子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
』
の
開
催
に

向
け
、
今
後
も
継
続
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

台
湾
の
小
学
校
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
交
流

す
る
温
泉
津
小
学
校
の
児
童

世界遺産センターと黄金博物館の友好連携協定締結をきっかけに実現

温泉津小と瓜山國民小（台湾）がオンライン交流
か ざん

温泉津町について紹介する児童 武田教育長から友好連携協定書の
紹介を受ける児童

詳しくは二次元コードを読み取り、市ホームページへ！詳しくは二次元コードを読み取り、市ホームページへ！
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こんにちは
保健師です

ゲートキーパーになろう！
　～大切な人に声をかけてみませんか？～

問健康増進課（☎0854‐83‐8151）

　３月は新しい年度へと変わっていく月ということもあり、人事に伴う異動、家族
のライフイベント（入社、入学など）といった環境の変化や、仕事が多忙になるな
ど、心と体に疲労が出やすい季節であるといわれています。
　普段より疲れた顔をしている、ため息が目立つ、口数が減った、食事量が減っ
た・・・。家族や仲間など身近な人が「いつもと違う」様子ということはありませ
んか？周囲が気付かないうちに一人で大きな悩みを抱えて、精神的に追い詰められ
ていることもあります。大切な人の命を守るために、「いつもと違う」様子に気づ
いたら、勇気を出して声をかけてみませんか？

『ゲートキーパー』とは？
　　ゲートキーパーとは、問題を抱えて悩んでいる人に気づき、声をかけてあげられる人の
　ことで、「命の門番」とも言われています。特別な研修や資格は必要ありません。誰でも
　ゲートキーパーになることができます。

ゲートキーパーの心得

①相手の変化に気づく
　　「いつもと様子が違うので心配してるよ。大丈夫？」など、声をかけてみましょう。
　声をかけることで「あなたは一人ではない」ということが伝わります。

②じっくりと耳を傾ける
　　本人の気持ちを尊重し、話に耳を傾けましょう。相手のこれまでの苦労をねぎらい、
　肯定的に受け止めることで、相手は安心感を得ることができます。

③相談先につなげる
　　一緒に考えることが支援の第一歩ですが、相談にのっていて解決できないことがあれ
　ば、専門家の支援を受けることをすすめてみましょう。

④あたたかく見守る
　　話を聞いて → 専門家を紹介して → すぐに解決、ということはまずありません。一見 
　元気になったように見えても、不安は繰り返しおそってきます。本人が乗り越えられる 
　まで、あたたかく寄り添いながら、のんびりと見守りましょう。

相談先一覧はこちらから

今月の「＋１」
プラスワン

勇気を出して、声をかけてみること
からはじめてみてませんか？
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健康ガイド３月

種　類 医療機関 対象者など

50歳以上の大田市民
◎自己負担金　　　3,000円
・無料になる人：生活保護世帯の世帯
　員、市民税非課税世帯の世帯員のみ

予約サイト

大田呼吸循環クリニック、合原医院、昭和医院、
石田医院、福田医院、木島医院、郷原医院

※　市の胃がん検診は２年に１回の受診間
隔のため、令和５年度に胃がん検診（胃バ
リウム検査・胃カメラ検査）を受けた人は、
対象外となります。

※　胃の自覚症状がある人、胃薬など内服
中の人は、検診対象外となります。

胃がん
（胃カメラ）

検診
大田市

問健康増進課
（☎0854‐83‐8151）

がん検診
市ホームページ

11

※　市役所健康増進課（☎0854‐83‐8151）へ電話、または下記二次元コードから予約してください。

※　直接各医療機関へ予約してください。がん検診（個別）
医療機関種　類 対象者など

20歳以上の女性
◎自己負担金
・子宮頚部検査　　　　1,500円
・ＨＰＶ検査（希望者）1,500円

☆乳がん
マンモグラフィ

検診

☆子宮頸がん
検診

大田市

出雲市

大田市 市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）

出雲市 島根県立中央病院ほか７医療機関
（市ホームページでご確認ください）

ひゃくどみクリニック（☎0853‐21‐0130）
ヘルスサイエンスセンター島根（☎0853‐20‐0649）

市立病院（医事室☎0854‐84‐7571） 40歳以上の女性
◎自己負担金　2,000円
・市立病院は２回の受診が必要
　です

問子ども家庭支援課（☎0854‐83‐8152）

３月の子育て応援コーナー ※　予約制です。子育てアプリ「おおだっこ」（母子モ）にてお申し込みください。
ぼ　し　も

離乳食教室
（前期）

授乳相談
ごくごく

５日㈬

13:00～16:15

９:00～10:30乳幼児相談 大田市役所　４階和室 身体計測、育児相談
栄養相談、授乳相談

母子健康手帳・おむつ
バスタオル

19日㈬ 身体計測、授乳相談 母子健康手帳・おむつ
バスタオル

種　類 日　時 場　所 内　容 ・ 対　象 お持ちいただくもの

21日㈮ 10:00～11:30
受付9:45～

子ども家庭センター
「おおだっこ」

（大田市役所１階）

母子健康手帳・おむつ
バスタオル

対象：生後８か月頃ま
での乳児とその保護者仁摩保健センター

ご協力ください
「献血」は命をつなぐボランティア

皆さんの善意の献血によって
多くの患者さんの命が救われます

３月20日㈭㈷
・10:00～12:00  イオン大田店
・13:30～16:00

☆マークの検診では自己負担が軽減
【無料になる人】
　生活保護世帯の世帯員、福祉医療受給者、市民税非課税世帯の世帯員
【半額になる人】
　大田市国民健康保険加入者、島根県後期高齢者医療制度加入者
※　受診時に自己負担軽減を希望の人は、証明できる書類が必要です。
必要な書類や手続きについては、健康増進課までお問い合わせください。
また、加入の医療保険が分かる書類（「資格情報のお知らせ」または「資格
確認書」）をご持参ください。



問石見銀山課（☎0854‐83‐8132）

広報おおだ　Ｒ7（2025）2.20

石見銀山の発掘調査　
その１

仁
　摩

「地方創生」
　「まち」をどう活性化するか。生み出すべき
特色とは…。そこにいる住民こそが考える課
題です。実践例や新たに提示された問題点を
確かめながら、明日の仁摩（大田市）をイメー
ジする手がかりを見つけましょう。

「触れる」
　春は出会いと別れの季節。
　今回は、普段は図書館スタッフしか入れな
い場所にある本を中心に展示します。
　本との素敵な出会いがありますように。

中
　央

「はたらく くるまたちの はたけしごと」　

　　シェリー・ダスキー・リンカー／文

　　ＡＧ・フォード／絵　福本　友美子／訳

　　　　　　ひさかたチャイルド（中央図書館所蔵）

石見銀山と市内遺産
なるほど分かった　地域の宝

中央図書館　　☎0854-84-9200　平日10:00～19:00　土日10:00～18:00
仁摩図書館　　☎0854-88-4646　10:00～18:00
温泉津図書館　☎0855-65-2177　10:00～17:00

おすすめの本

第23回
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　「
石
見
銀
山
遺
跡
の
世
界
遺
産

登
録
を
目
指
し
て
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
」
と
澄
田
信
義
島
根
県

知
事
（
当
時
）
が
表
明
し
た
の
は
、

ち
ょ
う
ど
30
年
前
の
平
成
７
（
１

９
９
５
）
年
の
こ
と
で
し
た
。

　
翌
年
に
、
石
見
銀
山
遺
跡
発
掘

調
査
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
遺
跡

の
実
態
解
明
を
進
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
学
術
的
に
は
、
海
外

で
制
作
さ
れ
た
日
本
地
図
の
石
見

銀
山
の
位
置
に
「
銀
鉱
山
」
の
表

記
が
あ
る
な
ど
一
定
の
評
価
が
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
世
界
遺
産

と
な
る
た
め
に
は
古
記
録
に
あ
る

だ
け
で
は
不
十
分
で
、
現
地
が
ど

う
残
っ
て
い
る
の
か
に
よ
り
、
登

録
の
価
値
評
価
が
定
ま
り
ま
す
。

　
発
掘
調
査
委
員
会
の
委
員
長
は

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所（
現 

奈

良
文
化
財
研
究
所
）
所
長
の
田
中

さ
ん
で
し
た
。
日
本
が
世
界
遺

産
条
約
に
批
准
し
た
１
９
９
２
年

に
は
文
化
庁
の
鑑
査
官
を
務
め
る

な
ど
国
内
外
の
遺
跡
に
精
通
さ
れ

て
お
り
、
こ
と
発
掘
調
査
に
つ
い

て
は
、
平
城
宮
跡
で
木
簡
第
一
号

発
見
者
と
な
る
な
ど
、
ま
さ
に
第

一
人
者
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
田
中

さ
ん
が
石
見
銀
山
遺
跡

を
初
め
て
視
察
さ
れ
た
時
の
こ

と
。
居
並
ぶ
関
係
者
に
向
け
て
発

せ
ら
れ
た
言
葉
は
「
こ
の
遺
跡
が

わ
か
る
に
は
、
最
低
で
も
三
十
年

か
か
る
」で
し
た
。「
す
ぐ
に
で
も

世
界
遺
産
に
な
る
価
値
が
あ
る
」

と
い
う
高
評
価
を
少
な
か
ら
ず
期

待
し
て
い
た
周
囲
、
特
に
報
道
関

係
者
に
は
、
そ
ん
な
に
長
い
時
間

が
か
か
る
の
か
と
い
う
驚
き
と
や

や
落
胆
し
た
雰
囲
気
が
広
が
り
ま

し
た
。
し
か
し
「
そ
れ
ほ
ど
重
要

な
遺
跡
と
い
う
こ
と
や
」
と
続
け

ら
れ
た
田
中

さ
ん
。
周
囲
は
安

堵
と
同
時
に
、
長
い
取
り
組
み
に

な
る
と
い
う
緊
張
感
に
包
ま
れ
た

の
で
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
来
年
で
よ
う
や
く
30

年
。「
全
部
掘
る
な
。ま
ず
世
界
遺

産
登
録
に
必
要
な
情
報
を
集
め
、

そ
れ
か
ら
じ
っ
く
り
掘
っ
た
ら
い

い
」
と
い
う
方
針
の
も
と
連
綿
と

実
態
解
明
が
進
め
ら
れ
、
日
本
史

の
み
な
ら
ず
世
界
史
的
に
も
重
要

な
遺
跡
の
あ
り
よ
う
が
解
明
さ
れ

て
き
た
の
で
す
。

市ホームページ

◇展示テーマ

■：３館共通　○：温泉津のみ休館

　春が来ました。トラクター、
ピックアップトラック、ブル
ドーザーにダンプカーたちが集
まって、畑や動物たちの小屋を
作ります。いきいきと働く車が
登場する楽しい絵本です。

◇３月の行事
３月の図書館お休みの日

おはなし会
古文書を読む会
おはなし会
仁摩・大国陶芸クラブ展

図書館

中 央

仁 摩

行　　事 日　　時
８日㈯・22日㈯ 
15日㈯
15日㈯ 
２月５日㈬～３月31日㈪

14:00～14:20
14:00～16:00
10:15～10:45

◇各図書館の展示内容はホームページで紹介しています。

仁摩図書館の
臨時休館について

　４月から５月にかけて、空調設備の改修のため、
仁摩図書館が臨時休館となります。詳細は決まり
次第お知らせします。ご迷惑をおかけしますが、
ご理解くださいますようお願いします。

火 木 金日 月 水 土

②
⑨
⑯
㉓
㉚

３

10

17

24

31

４

11

18

25

①
⑧
⑮
㉒
㉙

７

14

21

28

６

13

20

27

５

12

19

26

琢

た  

な
か

み
が
く

琢

琢
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令
和
７
年
度
第
１
回
人
権
を
考
え

る
市
民
の
つ
ど
い
兼
お
お
だ
ふ
れ

あ
い
会
館
第
１
回
人
権
・
同
和
問

題
研
修
会

　
市
で
は
、
自
死
を
め
ぐ
る
人
権

問
題
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会

（
研
修
会
）
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
　
４
月
21
日
㈪

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▽
会
場
　
大
田
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
４
階
　
集
会
室

▽
演
題

　
い
の
ち
の
電
話
で
学
ぶ

　
　
〜
心
の
健
康
〜

▽
講
師

　
釜
瀬
春
隆
さ
ん

　
島
根
い
の
ち
の
電
話
　
理
事
長

▽
参
加
費
　
無
料

▽
備
考
　
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記

　
　
　
　
が
つ
き
ま
す

き
ず
な
へ
の
ご
意
見
は
…

問
人
権
推
進
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
３
８
）

　
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
で

は
、
平
成
15
年
よ
り
、
９
月
10
日

か
ら
16
日
の
一
週
間
を
自
死
の
予

防
を
目
的
と
し
た
「
世
界
自
殺
予

防
デ
ー
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
島
根
県
で
は
９
月

10
日
か
ら
の
一
週
間
を
「
自
死
予

防
週
間
」、
３
月
１
日
か
ら
31
日

ま
で
を
「
自
死
対
策
強
化
月
間
」

と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
自
死
を
め
ぐ
る
人
権

問
題
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

「
自
殺
」
か
ら
「
自
死
」

　
　
　
　
　
　
　表
記
へ

　
島
根
県
で
は
平
成
25
年
３
月

に
、
法
律
名
や
統
計
な
ど
、
一
部

を
除
い
て
原
則
「
自
殺
」
と
い
う

言
葉
に
代
え
て
「
自
死
」
と
い
う

言
葉
を
用
い
る
こ
と
に
決
め
ま
し

た
。

　
変
更
の
背
景
に
は
「
自
殺
」
と

い
う
表
記
で
「
大
切
な
家
族
を

失
っ
た
遺
族
や
未
遂
者
な
ど
の
尊

厳
を
傷
つ
け
る
」、「
遺
族
が
自
責

の
念
で
辛
い
思
い
を
さ
れ
て
い

る
」
と
い
っ
た
遺
族
、
未
遂
者
の

心
情
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　
大
田
市
に
お
い
て
も
、
島
根
県

の
対
応
に
準
拠
す
る
形
で
、
平
成

26
年
４
月
よ
り
公
文
書
な
ど
で
は

「
自
死
」と
い
う
表
記
を
使
用
し
て

い
ま
す
。

　
一
方
で
「
自
死
」
と
い
う
言
葉

が
十
分
認
知
さ
れ
て
お
ら
ず
、
自

死
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
心
理

的
な
抑
止
効
果
を
弱
め
る
と
い
う

意
見
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
言
葉
一
つ
で
傷
つ
く

人
が
お
ら
れ
る
こ
と
は
事
実
で
あ

り
、
自
死
し
た
人
の
尊
厳
、
そ
し

て
、
遺
族
の
人
権
を
守
る
た
め
、

「
自
死
」
と
い
う
言
葉
が
広
が
り
、

誰
も
が
認
知
で
き
る
言
葉
に
な
る

よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

小
中
高
生
の
自
死
要
因
分
析

　
こ
ど
も
家
庭
庁
が
お
こ
な
っ
た

２
７
２
人
の
小
中
高
生
の
自
死
者

の
要
因
分
析
調
査
に
よ
る
と
、
令

和
元
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
の
５

年
間
に
、
周
囲
が
心
身
の
不
調
や

様
子
の
変
化
な
ど
に
「
気
づ
い
て

い
な
か
っ
た
」
ケ
ー
ス
が
21
％
、

生
前
の
様
子
の
変
化
や
自
傷
行
為

な
ど
「
自
死
の
危
機
」
に
つ
い
て

「
保
護
者
や
友
人
ら
に
気
づ
か
れ

て
い
た
」と
い
う
ケ
ー
ス
が
18
％
、

「
何
ら
か
の
変
化
は
気
づ
か
れ
て

い
た
」
ケ
ー
ス
が
15
％
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
学
校
の
出
席
状
況
に
つ
い
て

は
、「
以
前
と
変
わ
り
な
く
出
席
」

44
％
、「
不
登
校
や
不
登
校
傾
向
」

10
％
、「
２
週
間
以
上
前
か
ら
欠

席
が
目
立
っ
た
」
８
％
で
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
死
の
前
日
や
翌
日
に

学
校
行
事
や
人
間
関
係
に
関
わ
る

出
来
事
が
あ
っ
た
人
が
20
％
以
上

い
た
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

あ
な
た
が
大
切
で
す

　
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
悩
み

を
抱
え
て
い
る
人
の
サ
イ
ン
を
感

じ
と
り
、
と
も
に
支
え
合
い
な
が

ら
、
大
切
な
命
を
守
っ
て
い
く
。

そ
ん
な
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
か
け
が
え
の
な
い
、
と
て
も
大

切
な
命
で
す
。「
命
は
大
切
で
す
」

と
言
う
よ
り
、「
あ
な
た
が
大
切

で
す
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届

け
ま
し
ょ
う
。

島
根
い
の
ち
の
電
話

　
悩
ん
で
苦
し
い
と
き
の
相
談
先

と
し
て
「
島
根
い
の
ち
の
電
話
」

が
あ
り
ま
す
。

　
昭
和
54
年
に
開
設
し
て
以
来
、

こ
れ
ま
で
多
く
の
人
の
人
生
の
悩

み
に
応
じ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
現

在
で
は
、
約
90
人
の
無
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
原
則
月
２
回
活
動
さ
れ

て
お
り
、
年
中
無
休
、
週
末
は
深

夜
帯
に
も
対
応
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
は
島
根
県
内
外
か

ら
約
１
万
２
０
０
０
件
の
電
話
相

談
が
あ
り
ま
し
た
が
、「
電
話
が

な
か
な
か
つ
な
が
ら
な
い
」
と
の

苦
情
も
出
て
き
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
も
相
談
件
数
は
増
え
て

い
く
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
命
を
守
る
た
め
に
と
て
も
大
切

な
相
談
窓
口
で
す
が
、
相
談
員
養

成
講
座
の
受
講
者
が
大
幅
に
減
っ

て
お
り
、
今
後
の
相
談
体
制
が
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
。
相
談
員
養
成

講
座
に
関
心
の
あ
る
人
は
、
島
根

い
の
ち
の
電
話
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

相
談
員
養
成
講
座
の
問
い
合
わ
せ

島
根
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

（
☎
０
８
５
２
‐
32
‐
５
９
８
５
）

※
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
で

も
受
講
申
込
が
で
き
ま
す
。

島根いのちの電話
ホームページ

か
ま 

せ  

は
る
た
か

石
見
銀
山
遺
跡
は
、
人
類
の
平
和
と
人
権
の
尊
重
を
め
ざ
す
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
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きずな

自
死
を
め
ぐ
る
人
権
問
題



を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
　
３
月
８
日
㈯

▽
会
場
　
あ
す
て
ら
す

◇
基
調
講
演
　
10
時
〜

▽
入
場
料
　
無
料（
要
事
前
申
込
）

※
　
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
映
画
上
映
会
　
14
時
〜

▽
作
品
　「
明
日
へ
」（
２
０
１
４

　
年
／
韓
国
）

▽
入
場
料
　
無
料

▽
そ
の
他
　
３
月
１
日
㈯
〜
15
日

　
㈯
は
テ
ー
マ
展
示
「
女
の
子
だ

　
か
ら
・
女
性
だ
か
ら
が
な
く
な

　
る
世
界
を
め
ざ
し
て
」、
情
報

　
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
参
加
型
企
画

　「
今
こ
そ
読
み
た
い
！
お
と
な
の

　
課
題
図
書
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
・
問
公
益
財
団
法
人
し
ま
ね
女

性
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
５
５
１
４
）

　「
シ
ル
バ
ー
派
遣
？
」「
ど
ん
な

仕
事
？
」
な
ど
、
皆
さ
ん
の
疑
問

に
お
答
え
し
ま
す
。

▽
日
時
　
３
月
21
日
㈮

　
　
　
　
14
時
〜
15
時
30
分

▽
会
場
　
島
根
中
央
地
域
職
業
訓

　
　
　
　
練
セ
ン
タ
ー

▽
参
加
費
　
無
料

▽
対
象
　
60
歳
以
上

▽
定
員
　
先
着
15
人

▽
申
込
期
限
　
３
月
19
日
㈬

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　
・
問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
　
邑
智
分
室
大
田

連
絡
所

（
☎
０
８
５
４
‐
86
‐
８
６
２
０
）

　
県
内
最
大
級
の
合
同
企
業
説
明

会
を
く
に
び
き
メ
ッ
セ
で
開
催
し

ま
す
。
県
内
約
２
０
０
社
の
企
業

が
大
集
合
し
、
企
業
担
当
者
に
よ

る
企
業
説
明
・
採
用
計
画
な
ど
の

情
報
提
供
を
お
こ
な
い
ま
す
。
事

前
申
込
制
の
オ
プ
シ
ョ
ン
企
画
や

交
通
費
助
成
も
あ
り
ま
す
。
詳
細

は
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
３
月
３
日
㈪

　
　
　
　
11
時
30
分
〜
16
時
30
分

▽
会
場
　
く
に
び
き
メ
ッ
セ

　
　
　 

（
松
江
）

▽
入
場
料
　
無
料

・
２
階
以
上
ま
た
は
延
べ
面
積
２

　
０
０
㎡
を
超
え
る
建
物
を
建
築

　
す
る
際
に
は
、
す
べ
て
の
地
域

　
で
建
築
確
認
申
請
が
必
要
と
な

　
り
ま
す
。

・
す
べ
て
の
建
築
物
に
省
エ
ネ
基

　
準
適
合
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

※
　
詳
し
く
は
担
当
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
築
営
繕
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
０
５
）

　　
世
界
的
に
男
女
平
等
を
尊
重
す

る
日
で
あ
る
国
際
女
性
デ
ー
に
ち

な
み
、
３
月
８
日
の
記
念
日
前
後

（
３
月
１
日
㈯
〜
15
日
㈯
）に「
あ

す
て
ら
す
国
際
女
性
ウ
イ
ー
ク
」

▽
対
象
　
２
０
２
６
年
３
月
大
学

　
な
ど
の
卒
業
予
定
者
な
ど

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　
　
当
日
参
加
も
可
。

　
・
問
県
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

（
☎
０
１
２
０
‐
67
‐
４
５
１
０
）

　
石
見
銀
山
天
領
太
鼓
の
メ
ン

バ
ー
が
、
か
ま
え
方
か
ら
簡
単
な

曲
ま
で
、
や
さ
し
く
楽
し
く
指
導

し
ま
す
。

▽
日
時
　
４
月
２
日
〜
５
月
25
日

　
の
間
の
毎
週
水
曜
日
ほ
か

　
19
時
〜
21
時

・
ス
テ
ー
ジ
公
演
（
予
定
）

　
　
５
月
25
日
㈰

▽
会
場
　
大
田
市
民
会
館

▽
対
象
　
一
般
、
小
学
校
５
年
生

　
以
上
の
児
童
・
生
徒

▽
定
員
　
先
着
20
人
程
度

▽
参
加
料

　
　
１
５
０
０
円
（
保
険
料
含
）

▽
申
込
締
切
　
３
月
26
日
㈬

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　
・
問
大
田
市
民
会
館

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
０
９
３
８
）

　
大
田
市
内
全
て
の
土
地
の
小
字

を
令
和
６
年
５
月
17
日
付
で
廃
止

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
松
江
地
方
法
務

局
出
雲
支
局
に
備
え
付
け
の
登
記

簿
謄
本
の
小
字
の
廃
止
手
続
き
が

令
和
７
年
１
月
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
土
地
の
取
引
な
ど
の

書
類
で
、
小
字
を
表
記
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
人
権
推
進
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
３
８
）

　
令
和
７
年
４
月
か
ら
建
築
基
準

法
な
ど
の
ル
ー
ル
が
変
わ
り
ま

す
。
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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あ
す
て
ら
す

国
際
女
性
ウ
ィ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集
説
明
会

あすてらす
ホームページ

しまね企業
ガイダンス
ホームページ

申 申

申

申

土
地
の
小
字
の
廃
止

建
築
の
ル
ー
ル
が
変
わ
り
ま
す

お
知
ら
せ

催
　
　し

…申し込み先
問…問い合わせ先

市　勢
（令和７年２月１日現在）

（　　）内は前月比

申

14

○人　口　31,397人　（△  78）
　・男　　15,136人　（△  26）
　・女　　16,261人　（△  52）
○世帯数　15,239世帯（△  38）
○出生数　　　12人
○死亡数　　　63人
○面　積　435.34㎢

し
ま
ね
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

募
　
　集

和
太
鼓
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ



百貨店・総合スーパー　　

島根県最低賃金

自動車・同附属品製造業　

自動車（新車）小売業　　

件名

電子部品・デバイス・電子
回路、電気機械器具、情報
通信機械器具製造業　　　

はん用機械器具、生産用機
械器具、業務用機械器具製
造業　　　　　　　　　　

製鋼・製鋼圧延業、鉄素形
材製造業　　　　　　　　

時間額 引上額 発効日

962円

1,000円

1,028円

1,068円

1,092円

987円

58円

58円

58円

58円

令和６年10月12日

令和６年11月28日

令和６年12月５日

令和６年12月27日

令和６年11月30日

令和６年12月５日

特
定
最
低
賃
金 58円

40円

令和６年10月12日から島根県最低賃金962
円が適用されます。

▽
申
込
・
搬
入
期
間
　
２
月
25
日

　
㈫
〜
３
月
７
日
㈮
　

▽
作
品
搬
入
場
所
　
大
田
市
民
会

　
館
１
階
事
務
所
内
　
大
田
市
文

　
化
協
会

※
　
写
真
用
の
額
で
出
品
く
だ
さ

い
。
Ａ
４
、
四
切
、
ワ
イ
ド
四
切

に
つ
い
て
は
額
の
貸
し
出
し
も
お

こ
な
い
ま
す
。

◇
大
田
市
写
真
展

▽
日
時
　
３
月
20
日
㈭
㈷

　
　
　
　
９
時
〜
17
時

　
　
　
　
３
月
21
日
㈮

　
　
　
　
９
時
〜
16
時

▽
会
場
　
大
田
市
民
会
館

　
・
問
大
田
市
文
化
協
会

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
５
５
３
９
）

◇
し
い
た
け
の
な
る
木
を
作
ろ
う

　
し
い
た
け
の
原
木
に
穴
を
あ
け

種
駒
を
打
ち
込
み
ま
す
。

▽
日
時
　
３
月
16
日
㈰

　
　
　
　
10
時
〜
12
時

▽
参
加
費
　
１
本 

１
５
０
０
円

問
三
瓶
木
工
館

（
☎
０
８
５
４
‐
86
‐
０
１
８
２
）

　
２
０
２
２
年
５
月
か
ら
来
庁
さ

れ
る
皆
さ
ん
に
向
け
て
、
役
立
つ

行
政
情
報
や
地
域
情
報
を
発
信
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
わ
が
街

Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ（
デ
ジ
タ
ル
案
内
板
）」

を
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
の

官
民
協
働
に
よ
り
、
正
面
玄
関
ロ

ビ
ー
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
わ
が
街
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
（
デ

ジ
タ
ル
案
内
板
）」
は
、
本
市
の

行
政
情
報
や
地
域
情
報
に
あ
わ
せ

て
、
地
域
の
団
体
様
や
事
業
者
様

の
情
報
を
動
画
に
て
発
信
す
る
こ

と
で
、
よ
り
利
便
性
の
高
い
案
内

板
と
し
て
、
来
庁
さ
れ
る
皆
さ
ん

に
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
新
た
に
配
信
す
る

事
業
者
の
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
株
式
会
社
サ

イ
ネ
ッ
ク
ス
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

広
告
募
集
に
関
す
る
こ
と

問
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
山
陰

支
店

（
☎
０
８
５
２
‐
25
‐
１
３
６
６
）

問
総
務
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
１
８
）

　
島
根
県
短
歌
連
盟
理
事
長
の
寺

井
淳
氏
を
お
招
き
し
、
短
歌
づ
く

り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

ま
す
。

▽
日
時
　

　
第
１
回
３
月
８
日
㈯
13
時
〜

　
第
２
回
３
月
15
日
㈯
13
時
〜

　
各
回
２
時
間
程
度
。
原
則
１
回

目
、
２
回
目
と
も
参
加
で
き
る
人

を
募
集
し
ま
す
。

▽
会
場
　
大
田
市
民
会
館
３
階

▽
参
加
費
　
無
料

▽
定
員
　
40
人

▽
申
込
締
切
　
３
月
３
日
㈪

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　
・
問
大
田
市
文
化
協
会

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
５
５
３
９
）

▽
テ
ー
マ
　
自
由

▽
参
加
資
格
　
大
田
市
在
住
・
出

　
身
者
、
市
内
事
業
所
・
学
校
に

　
在
籍
の
人

▽
作
品
サ
イ
ズ
　
Ａ
４
、
四
切
、

　
ワ
イ
ド
四
切
、
Ａ
３
、
半
切

▽
作
品
点
数
　
１
人
２
点
ま
で

▽
参
加
費
　
無
料

短
歌
を
つ
く
ろ
う
、
詠
も
う

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
in
大
田

三
瓶
木
工
館

第
14
回
大
田
市
写
真
展

作
品
募
集

デ
ジ
タ
ル
案
内
板
広
告

ナ
　
　  

ビ

申

申

島根県最低賃金
改定のお知らせ

島根県内の事業場で働く
皆さんの最低賃金が改定
されました。

問島根労働局賃金室
（☎0852‐31‐1158）

松江市向島町134-10
松江地方合同庁舎５階

〈
訂 

正
〉

　
広
報
お
お
だ
２
月
号
の
「
ま
ち

の
話
題
を
紹
介
　
お
お
だ
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
」
の
「
原
発
事
故
を
想
定

し
避
難
訓
練
を
実
施
」の
本
文
中
、

「
川
合
自
主
防
災
協
議
会
」
は
、

正
し
く
は
「
川
合
町
自
主
防
災
会

協
議
会
」
で
し
た
。

　
訂
正
し
、お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

広報おおだ　Ｒ7（2025）2.2015
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申請方法
〇窓口での申請
　大田市役所子ども保育課に各種申請書類を設置しています。
※　仁摩支所、温泉津支所では手続きできませんので、窓口での手続きの場合は、必ず本庁にお越しください。

〇郵送での申請
　提出書類の様式を市のホームページよりダウンロードし、必要事項をご記入のうえ、添付書類が必要な
場合は、その書類を添えて下記の宛先まで郵送してください。なお、封筒・切手はご用意ください。

問子ども保育課（☎0854‐83‐8107）

市ホームページ

～手続きが必要な人で手続きがお済みでない場合は、児童手当が受給（または増額）できません～

※　申請受付期間内に手続きがお済みでない場合は、制度改正の対象者であって
も令和６年10月分からの遡及受給が出来なくなりますので、ご注意ください。

以下に該当する人は手続きが必要になります。

児童手当の制度改正に伴う手続き

①高校生年代のお子さんのみを養育されている人
　・制度改正に伴い、新規申請の手続きが必要になります。
　・過去に大田市から児童手当を受給していた人も改めて手続きが必要になります。
②高校生年代のお子さんと大学生年代のお子さんを養育されている人
　・制度改正に伴い、新規申請の手続きが必要になります。
　・過去に大田市から児童手当を受給していた人も改めて手続きが必要になります。
③所得制限により中学生年代までのお子さんを養育しているが、大田市から児童手当を受給していなかった人
　・制度改正に伴い、新規申請の手続きが必要になります。
　・過去に大田市から児童手当を受給していた人も改めて手続きが必要になります。
④中学生年代までのお子さんを養育しており、既に大田市から児童手当を受給されている人で、
　高校生年代（住民票が大田市にない）のお子さんを養育されている人
　・制度改正に伴い、額改定の手続きが必要になります。
⑤中学生年代までのお子さんを養育されており、既に大田市から児童手当を受給されている人で、
　下記のいずれにも該当する人
　１．大学生年代のお子さんを養育している
　２．養育しているお子さんが３人以上
　・制度改正に伴い、額改定の手続きが必要になります。
　・手続きがお済みでない場合は、多子加算の適用ができませんのでご注意ください。

　　　※　公務員の人は、必要な手続きについて職場でご確認ください。

　令和６年10月分（12月支給分）から児童手当制度が変わりました。
　この制度改正に伴い、「新たに児童手当の受給対象者になられた人」や「児童手当の増額対象になら
れた人」がいますが、児童手当を受給（増額）するためには、手続きが必要です。

宛先：〒694-0064　大田市大田町大田ロ1111　大田市役所　子ども保育課（児童手当担当）
令和７年３月31日までに上記のいずれかの申請方法にてお手続きください。

児童手当の手続きがお済みでない人は お急ぎください

広報おおだ　Ｒ7（2025）2.20

至急
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　マイナンバーカードの申請・交付・更新につ
いて、次のとおり、休日窓口の開設と平日の窓
口延長をおこないます。
　市役所の開庁時間内にマイナンバーカードの
申請や受け取りが難しい人は、ぜひ、ご利用く
ださい。なお、予約制とします。
▽開設日時
　休日窓口（日曜日）８：30～12：00
　　３月９日　４月13日
　平日窓口延長（月曜日）17：15～19：30
　　３月17日　４月21日
▽申請・交付場所　　市役所本庁 市民課
※　支所ではおこないません。
※　現住所が温泉津町と仁摩町の人は、各支所
でカードを保管していますので、５日前までに
ご連絡ください。
▽取扱事務
　マイナンバーカードの交付・申請・更新事務
　のみ
※　住民票など各種証明書の交付事務はおこな
いません。
※　予約状況などにより、変更する場合があり
ます。

①転出の際の外出が不要に
　　オンラインで転出届を提出できるため、原則、市
　区町村窓口へ行く必要がありません。
②いつでも手続きができる
　　窓口が空いている時間を気に出せず、祝日や夜間
　でも、いつでも手続きができます。
③転入時の手続きもスムーズに
　　引越し先の市区町村へ来庁通知や
　転入時に必要な持ち物が事前に確認
　できます。

　春の進学・就職シーズンは、転入や転出の手続きをされる人が多い
時期となります。市民課窓口の業務時間を次のとおり延長しますの
で、日中に来庁することが難しい人は、ご利用ください。

窓口を開設
マイナンバーカード

期　　間　　３月31日㈪～４月２日㈬の平日３日間
延長時間　　19時まで
場　　所　　本庁市民課のみ

取扱業務

届　　出 転入届・転出届・転居届

各種証明発行

マイナンバーカード申請・交付（予約が必要です）

※　本人確認ができる免許証や保険証などをお持ちください。
※　手続きに必要な場合がありますので、はんこをお持ちください。

戸籍の証明・住民票の写し、
印鑑証明・市税に関する証明など

市民課の窓口業務を19時まで延長します
３月31日～４月２日の平日

引越し手続きはマイナポータルで 休日
夜間

申・問市民課（☎0854‐83‐8067）

問市民課（☎0854‐83‐8067）

問マイナンバー総合フリーダイヤル（デジタル庁）
　☎0120‐95‐0178
問政策企画課（マイナンバー制度全般に関すること）
　☎0854‐83‐8005
問市民課（マイナンバーカード申請、転出に関すること）
　☎0854‐83‐8067
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引越し手続きオンラインサービス

転出や転入届に必要なもの

転　入 転出した市町村発行の転出証明書、
マイナンバーカード（お持ちの人）

転　出 印鑑登録証・国保証・受給者証など

　マイナンバーカードをお持ちの人は、マイナポータル
から転出届と転入予約※をオンラインで提出できます。

※　転入予約は来庁予定の連絡を、転入先自治体へおこ
なう機能のことです。



広報おおだ　Ｒ7（2025）2.20

　

　大田市からのお知らせや
イベントの周知、市の魅力
を投稿していきます。
　ぜひ「フォロー」をお願
いします。

～公式アカウント名～
　・大田市【島根県大田市公式】　・odacity_official　

問政策企画課（☎0854‐83‐8006）

大田市公式Ⅰnstagramを開設しました大田市公式Ⅰnstagramを開設しました
インスタグラムインスタグラムごみの持ち込み

３月不燃ごみの収集日

18

大田（橋北）
大田（橋南）
川合・久利
久手（鳥越含む）
鳥井・長久（新諸友含む）
静間・五十猛・大屋
富山・朝山・波根
大森・水上・祖式・大代
三瓶・山口（大田野城含む）
仁摩地区 
温泉津地区
▼不燃粗大ごみ　
仁摩地区

19
21
24
31
28
18
26
27
17
25
27

日日５
７
11
10
14
４
12
13
３
11
13

４日

▼燃やせるごみ
大田可燃物中間処理施設（静間町）
▼不燃ごみ
大田市不燃物処分場（仁摩町宅野）
▼プラスチック製容器包装
大田容器包装リサイクルセンター
　　　　　（静間町／一般家庭のみ）
※　事業所は持ち込みできません。
▼資源物Ａ・Ｂ・Ｃグループ
大田リサイクルセンター
（大田町野城／休日・一般家庭のみ）
※　事業所は持ち込みできません。
※　平日は一般家庭の持ち込みもでき
ません。

【平日】（祝日・休日は除く）
一般家庭　９時～16時
事 業 所　９時～15時

【休日】　２日・16日　
一般家庭　８時30分～11時30分
※　事業所は休日に持ち込みできま
せん。

相続登記の申請が義務化されました

～守りたい　未来があるから　火の用心～
春季全国火災予防運動　３月１日（土）から７日（金）

３月１日から７日間、全国一斉に春の
　　　　　　火災予防運動が実施されます

設置しよう　命を守る　住宅用火災警報器
　大田市消防本部では、火災予防運動期間中の行事の一環として、３月１
日（土）の午前に住宅用火災警報器（以下「住警器」）の設置の聞き取り
調査をおこないます。調査は市内全世帯から無作為抽出された50世帯を
対象におこないますので、ご理解ご協力のほどよろしくお願いします。

（災害対応などにより実施できなかった場合は、延期または中止します。）
　なお、大田市の住警器の設置率は86％です。住警器は新築・既存住宅全
てに設置が義務付けられています。まだ、設置されていない住宅は設置を
お願いします。　　　　　　　　 問消防本部予防課（☎0854‐82‐0650）

①おおだ子ども食堂
　　  おおだふれあい会館
②みんなの食堂
　　  祖式ジム

子ども食堂 ３月の予定 子ども　無料
大人　①③300円②100円④200円

④こねくと食堂（要予約）
　　  大田市民センター４階

③多世代交流食堂みーる堂
　　  ゆきみーる（若者も無料）

22日㈯　17:00～19:00
☎090‐4897‐4308

15日㈯　11:00～13:30
☎090‐1188‐9088

15日㈯　17:00～19:00
☎0854‐83‐7373

14日㈮　17:00～20:00
☎0854‐82‐0091
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14日㈮ 19時～20時30分

はぴこ交流サロン（無料の結婚相談会）
１日㈯ 10時～11時30分

大田まちづくりセンター

問大田はぴこ会事務局（☎080‐2940‐7266）
電話受付：平日10時～18時、第２金曜日10時～21時

　・問県央保健所健康増進課（☎0854‐84‐9823）申

申

申

３月の相談

19

生活相談

こころの健康相談（要予約）

難病相談

ふくし
よろず
相　談

月～金
９時～17時
専用電話
0854‐84‐7577

暮らしの困りごと、悩みご
とに関する総合的なサ
ポート
（電話・来所・訪問）

司法書士
相　　談

法律相談
（弁護士による
パソコン面談）

11日㈫
10時～12時
要予約・無料

市社会福祉協議会本所

市社会福祉協議会本所

しまね難病相談支援
センター（出雲市）
（☎0853‐24‐8510）

　・問市社会福祉協議会本所（☎0854‐82‐0091）

11日㈫ 13時30分～15時30分 県央保健所

エイズ・肝炎検査、骨髄バンク登録（要予約）

　・問県央保健所　医事・難病支援課（☎0854‐84‐9825）
４日㈫・18日㈫ ９時30分～11時 県央保健所

７日・14日・21日・
28日（いずれも金）
10時～15時40分
要予約・原則無料。
３回目の継続相談
から有料。

移動ナースバンク

問島根県ナースセンター（☎0852‐27‐8510）
26日㈬ 13時30分～16時 ハローワーク石見大田

福祉のお仕事相談会
26日㈬ 13時30分～15時30分
問島根県福祉人材センター石見分室（☎0855‐24‐9340）

月曜日～金曜日
８時30分～16時30分一般相談

就労相談
（要予約）

12日㈬　　
13時30分～15時30分

年金相談（要予約）
４日㈫　10時～15時
21日㈮  10時～15時

市役所４階小講堂
市役所４階大講堂

交通事故相談（要予約）

　出雲年金事務所お客様相談室（☎0853‐24‐0045）
問市民課（保険年金係）（☎0854‐83‐8154）
※　ご予約は出雲年金事務所お客様相談室まで

申

　島根県交通事故相談所（松江市）（☎0852‐22‐5102）
問危機管理課（☎0854‐83‐8009）

４日㈫　９時～15時 市役所３階第２会議室
申

納期限および口座振替日
固定資産税

国民健康保険料
後期高齢者医療保険料

３月31日
－

９期
９期

２月28日
４期
８期
８期

期限内に納付をお願いします税・保険料

　市役所本庁の税務課収納管理係で市税・国民健康保険
料・後期高齢者医療保険料の納付や相談を受け付けます。
★夜間納付・相談窓口（17時15分～20時）
　２月26日㈬、27日㈭、28日㈮
　３月27日㈭、28日㈮、31日㈪
★休日納付・相談窓口（10時～14時）
　３月16日㈰

  問税務課収納管理係（☎0854‐83‐8026）

問人権推進課（☎0854‐83‐8038）
７日㈮　９時～12時

行政相談

14日㈮　10時～16時 おおだふれあい会館
石見法律相談センター相談会（要予約）

若者就労相談（要予約）
14日㈮　10時～12時 ハローワーク石見大田

　・問石見法律相談センター（☎0855‐22‐4514）
相談（40分以内）は原則無料。３回目の継続相談から有料。
申

　ハローワーク石見大田（☎0854‐82‐8609）
　サポートステーション出雲（☎0853‐31‐6663）
申
申

仁万まちづくりセンター
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屋内イベントも開催されました

岡富商店の岡田昌一郎代表取締役（左）と
岡田和樹製造部課長（右）

全国に自社商品をＰＲしませんか？
岡富商店では「あなごの一夜干し」などを
提供しています。

　市では、ふるさと納税を通じて全国に大田市の魅力発信や地域
産業の活性化を図るため、商品を提供いただける事業者を募集し
ています。提供いただいた商品は、ふるさと納税の返礼品として
登録され『ふるさと納税ポータルサイト』（ふるさとチョイスなど）
に掲載されます。詳しくは下記までお問い合わせください。
問政策企画課（☎0854‐83‐8029）

すなごよみ
　新しい年の年男年女108人が、一年計砂時計

「砂暦」（一年かけて砂が流れ落ちる砂時計）を
紅白の大綱を引っ張り、半回転させる年越しイベ
ント『時の祭典』が、仁摩サンドミュージアム館内
で開催されました。
　容器の大きさは高さ5.2ｍ、最大直径１ｍ、中
に入った砂の量１ｔ。世界一の砂時計を回転させ
ようと、北は北海道から南は長崎県まで24都道府
県から応募があり、抽選で当選された参加者が
大晦日に集結。23時55分から５分間かけて大綱を
引き、一年計砂時計を180度回転させ、「砂暦」は
新たな時を刻み始めました。
　また、オープニングではマジックショーやビン
ゴ大会などイベントも開催され、館内は大変盛り
上がり、楽しい一年の幕開けとなりました。

大田の大あなご大田の大あなご大田の大あなご大田の大あなご あなごの素焼きあなごの素焼きあなごの素焼きあなごの素焼き

写真提供元：ふるさとチョイス写真提供元：ふるさとチョイス


